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場と生体への影響Jに関する基研研究会 (YITP-W-03-01， YITP-W-04-01， YITP-W-05-03) 
の成果を，以下にまとめておく.
この研究会では，化学物質や電磁場といった人工環境による生体影響を総合的に検討し
てきた.というのも，従来の研究では人工環境因子の生体影響について「影響ありJと「影
響なし」という一見対立するデータが提出されてきており，そのため「さらなる研究が必
要であるJという観点が強調されるにとどまり，実態の把握に向けた具体的な方法論の確
立，理論の構築が進展してこなかったからである.
3年におよぶ研究会での物理学・生物学・医学・工学・宇宙空間物理学などの研究者間の
議論を通して，電磁場などの人工環境因子の生体影響に関しては，以下のような点が明確
になってきた.
1)強度，周波数，作用時間の3タイプのウインドウ効果(windowefects)がある.
。 。??
「第3回電磁波と生体への影響 分子機構と総合評価の検討-J
2)同一刺激に対する感受性が細胞タイプによって異なる.
3)生体リズムとの相対関係によって，影響に差が見られる.
4)自然環境の変動の影響が無視できない.
したがって，人工環境の生体影響を論ずる際には，少なくともこれらの4観点を含む多
角的・複合的な視点が必要不可欠である.さらに，影響評価にあたっては，その当該環境
因子のみによって生体影響を調べるとしづ方法論だけでは，生体それ自体の自己調節機能
が働いてしまうために，影響評価を科学的に解析することは難しくなってしまう.ここで，
新たな研究アプローチが要請される.
生体の持つ学習・記憶機構を通して，微弱な人工環境因子が増幅され，その影響が発現
するとする「電磁場ホルモン作用仮説J(村瀬)によると，刺激そのものではなく，刺激の
時間的組み合わせが生体応答に反映されるとするパブロブの条件刺激の問題が，環境因子
の生体影響評価において無視できなくなっている.これのような側面を含め，生体への複
合的な環境刺激の影響の系統的かつ総合的な分析が重要となることが明らかになった.
生体応答系は，長い時間をかけた進化の産物であり，そのリズムや適応性の獲得の理解
には，地球をめぐる太陽系・宇宙環境の変化や変動からの影響にも目を向ける必要がある.
一方，地球システム自身が，太陽からのエネルギーに駆動された物質循環・気候システム
の内在的なダイナミクスを持っており，それ自身の理解やそれと生物園との関わりの理解
も必要になる.さらに，生物園でのミクロ(細胞内)からマクロ(生態系)に至るまでの種々
の複雑適応系それ自身の理解とこれらの聞の相互作用の理解も必要になる.このような認
識が共有されてきたことも，過去3年間の研究会の成果と言える.
上記の研究会を通して得られた新しい視点に基づき，東北大学(本堂，林)，東北学院大学
(小林ヲ菅原)，大阪大学(中岡)の電磁場の生物影響に関する共同実験研究がスタートすると
ともに，閉鎖環境における人工電磁場の非減表ノミターンに関するシミュレータの開発・実
測実験の研究も，東北大学(本堂)，立命館大学(池田J、林，坂田，谷川)，仙台電波高専(鈴
木)の共同研究として実施され，成果を上げている.これらの研究においては，物理学・生
物学のいずれの観点から見てもきちんとコントロールされた実験の設計が必要になり，新
たな種類の共同作業が要請される.これらの研究によって得られた成果を通して，他の周
辺諸科学との有効な連携も生まれつつある.例えば，電磁場影響問題に関する日本臨床環
境医学会における「電磁波による健康障害Jシンポジウムへの参加などがある.
こうした成果を踏まえ，今回提案する f環境物理学Jの研究会では，はじめに上げた4つ
の柱を含む領域にまたがる研究をカバーしながら，それぞれの領域独自のテーマはもちろ
んのこと，それらの間の有機的相互関連性をも十分に考慮しながら，相互発展を目指した
い.おりしも日本物理学会において， r環境物理J分科が領域13の中でスタートしており，
村瀬の招待講演(2005春)などを通じて，このようなアプローチに関心をもっ物理学者も増
えつつある.環境問題をベースとした物理学の発展を視野に入れながら，異分野交流をさ
らに展開しながら新たな共同研究が生まれることを奨励していきたい.
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